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北海道コカ・コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 社長：矢吹健次）は2013年3月11日

（月） 午後2時46分に、北海道、北海道内のコミュニティ放送局19社と連携し、全国初の取り組みとし

て北海道からの「3.11に関するメッセージ」を、全道約1,210台（2013年3月1日現在）の電光掲示板付き

自動販売機（以下「電光掲示板付き自販機」とする。）、及びコミュニティ放送局19社にて全道一斉配信

いたします。 

 

はじめに、先の震災で被災された方々やその関係者の皆さまへお見舞い申し上げます。 

 

コミュニティ放送局は、阪神淡路大震災・東日本大震災での「放送を通じた 

被災者支援の実施、や、「臨時災害ＦＭ局としての活動実績」から、地域の 

安全・安心づくりに貢献する可能性が注目されております。道内の各コミュ 

ニティ放送局も、地域に密着した情報配信を日々実施しております。 

 また、当社は北海道の安全・安心なまちづくりを応援し、広く道民の皆さま 

に有益な情報を提供することを目的として、北海道及び道内全179市町村、 

道内の各所轄警察署、各開発建設部との協定に基づく電光掲示板付き 

自販機を全道で約1,210台展開しております。 

 

この度の、コミュニティ放送局と電光掲示板付き自販機という異業種 

の地域情報インフラが共通の「北海道のメッセージ」配信のため連携する 

企画は、道内初の取り組みとなります。「北海道の安全・安心なまちづくりを 

応援すること」、そして「2年前の3.11で日本が経験した同じ不幸を二度と繰り 

返したくない」という共通の想いから、実現に至りました。 

 

報道関係の皆さまのご取材・ご掲載により「3.11」に関するメッセージが 

北海道の人びとへより周知され、安全・安心の地域実現の一助となること 

が期待されます。 

ご多忙の折かとは存じますが、何卒ご取材の程、よろしくお願いいたし 

ます。 



全道一斉配信情報 
  ○ 北海道からのお知らせ 

   ○ 2011年3月11日から、今日で2年が経過しました。 

   ○ 東日本大震災で被災された方々やその関係者の皆さまに、心からお見舞い申し 

     上げます。 

   ○ 大震災からの教訓は、未来に引き継がなければなりません。  

   ○ 津波警報が出たら、すぐに高い所に避難しましょう。 

   ○ もし災害や雪害で危険を感じた時は、自分やまわりの人びとの安全を第一に 

     考えて下さい。 

   ○ 今までもこれからも、地域全体で安全・安心な地域づくりに取り組んでいきま 

     しょう。 

 

コミュニティ放送局一覧（順不同） 

    

会社名 ステーションネーム
函館山ロープウェイ株式会社 ＦＭいるか
株式会社旭川シティネットワーク ＦＭりべーる
株式会社エフエムくしろ ＦＭくしろ
株式会社おびひろ市民ラジオ ＦＭ－ＷＩＮＧ
株式会社エフエムおびひろ ＦＭ－ＪＡＧＡ
株式会社コミュニティエフエムはまなす はまなすジャパン
株式会社エムエムわっかない ＦＭわっぴー
株式会社札幌コミュニティ放送局 ラジオカロスサッポロ
株式会社エフエム小樽放送局 ＦＭおたる
株式会社エフエムとよひら ＦＭアップル
株式会社らむれす・三角山放送局 三角山放送局
株式会社ねむろ市民ラジオ ＦＭねむろ
株式会社さっぽろ村ラジオ さっぽろ村ラジオ
株式会社エフエムもえる ＦＭもえる
株式会社ラジオふらの ラジオふらの
株式会社エフエムなよろ ＡＩＲてっし
株式会社ＦＭオホーツク ＦＭオホーツク
ＦＭなかしべつ放送株式会社 ＦＭはな
株式会社ニセコリゾート観光協会 ラジオニセコ  

当社は、北海道の皆さまに支えられ、2013年1月で創業50周年を迎えました。これからも地域の  

お役に立てる企業を目指して、安全・安心に係る応援事業、環境保全事業、未来を担う子どもたちを育

む事業などを、継続して推進してまいります。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

広報・CSR推進部 担当：扇 

011-888-2135 



 

（ご参考） 当社の安全・安心づくりに係る取り組み 

 

１．電光掲示板付き自動販売機 

  電光掲示板付き自動販売機は、以下の各行政との協定に基づき、 

各行政が地域ごと、市民に有益な情報を配信しております。 

 

・ 北海道警察（各所轄警察署）での運用機【防犯ほっとインフォメーション】 

全道69警察署    約420ヶ所（警察署、街頭設置など） 

・ 北海道並びに各市町村での運用機【防災協力自販機ほか】 

全道179自治体   約670ヶ所（役所庁舎、街頭設置など） 

・ 道の駅などでの各市町村運用機【おしらせ道ねっと】 

全道の道の駅など  約120ヶ所 

 

 

２．自動販売機での海抜表示 

  当社では北海道内の津波浸水区域内にある自動販売機にて、海抜表示 

を推進しております。国土交通省と同様の海抜表示を掲示し、地域の皆さま 

に日頃から地域の海抜を意識していただくとともに、津波災害に対する警戒と 

津波発生時の避難行動等に役立てていただくことが目的です。 

写真：「防犯ほっとインフォメーション」 


